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V35b 茨城 32 m鏡搭載用 6.5–8.8 GHz帯低雑音広帯域受信機システムの開発
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我々は茨城県日立市、高萩市に位置する 2 台の 32 mアンテナを新たなVLBI局として整備している (米倉他、
本年会)。本講演ではこれらに搭載する広帯域 (6.5–8.8 GHz)冷却受信機システムの開発について報告する。
この受信機は常温部にフィードホーンを設置する一方、円偏波分離機 (松本他、2010年秋季年会)及び初段の

JPL製HEMT増幅器を 11 Kに冷却したDewar内に搭載し、低雑音化を図っている。常温 IF系は各帯域 (6.3–7.0
GHz、8.0–8.8 GHz)のバンドパスフィルターを並列に接続することで受信機の載せ替えなしに観測周波数の選択
が可能となった。これらのアンテナでは、構造上、受信機の設置できるスペースが限られているため、今回の受
信機導入は 6.7 GHz帯と 8 GHz帯間での柔軟なスケジュール切り替えを可能にするメリットもある。この広帯
域受信機の 1号機を 2010年 8月に日立アンテナに搭載し、6.7 GHz帯ではメタノールメーザー源G9.62、8 GHz
帯では連続波源 TauAのファーストライト受信に成功した。また、2010年 12月に 2号機を高萩アンテナに搭載
し、6.7 GHz帯でメタノールメーザー源G9.62のファーストライト受信に成功した。望遠鏡搭載時のシステム雑
音温度は約 20 Kと良好な値を得た。ただ、本受信機システムは常温フィードホーンと冷却Dewar内の受信機を
物理的に接合している為、しばしば RF窓部分に水滴が付着し、雑音温度が高くなる問題が発生している。そこ
で、ホーン根元部分に空気循環用の直径 3 mmの穴を開けた導波管を導入した。導波管の設計にあたっては、RF
特性に影響がないよう、電磁界解析を行った。


